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○
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則 

改
正
後 

改
正
前 

宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則 

宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則 

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日

規
則
第
七
十
二
号

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日

規
則
第
七
十
二
号

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
細
則 

宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則 

□
趣
旨
□ 

□
趣
旨
□ 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
□
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
□
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百

九
十
一
号
□
以
下
□
法
□
と
い
う
□
□
□
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
令
□
昭

和
三
十
七
年
政
令
第
十
六
号
□
以
下
□
政
令
□
と
い
う
□
□
及
び
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛

土
等
規
制
法
施
行
規
則
□
昭
和
三
十
七
年
建
設
省
令
第
三
号
□
以
下
□
省
令
□
と
い
う
□
□

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
□ 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
□
宅
地
造
成
等
規
制
法
□
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
□
以

下
□
法
□
と
い
う
□
□
□
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
□
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
十
六
号
□

以
下
□
政
令
□
と
い
う
□
□
及
び
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
規
則
□
昭
和
三
十
七
年
建
設

省
令
第
三
号
□
以
下
□
省
令
□
と
い
う
□
□
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

と
す
る
□ 

□
証
明
書
等
の
様
式
□ 

□
証
明
書
等
の
様
式
□ 

第
三
条 

法
第
七
条
第
一
項
□
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含

む
□
□
に
規
定
す
る
証
明
書
の
様
式
は
□
別
記
第
一
号
様
式
と
す
る
□ 

第
三
条 

法
第
六
条
第
一
項
□
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含

む
□
□
に
規
定
す
る
証
明
書
の
様
式
は
□
別
記
第
一
号
様
式
と
す
る
□ 

２ 

法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
許
可
証
の
様
式
は
□
別
記
第
二
号
様
式
と
す
る
□ 

２ 

法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
許
可
証
の
様
式
は
□
別
記
第
二
号
様
式
と
す
る
□ 

□
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
□ 

□
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
□ 

第
四
条 

省
令
第
七
条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
□
次
の
各
号
に
掲
げ
る

書
類
と
す
る
□ 

第
四
条 

法
第
八
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
□
省
令
第
四
条
第
一
項

の
許
可
申
請
書
□
省
令
別
記
様
式
第
二
□
に
□
同
項
の
表
に
掲
げ
る
図
面
の
ほ
か
□
次
の

各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

一 

土
地
の
求
積
図 

一 

工
事
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
に
係
る
不
動
産
登
記
法
□
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十

三
号
□
第
十
四
条
第
一
項
の
地
図
又
は
同
条
第
四
項
の
地
図
に
準
ず
る
図
面
の
写
し
及

び
登
記
事
項
証
明
書 

二 

排
水
施
設
に
係
る
流
量
計
算
書 
二 

工
事
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
が
他
人
の
所
有
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
□

当
該
土
地
所
有
者
の
承
諾
書
□
別
記
第
三
号
様
式
□ 

三 

排
水
施
設
の
縦
断
図
及
び
構
造
図 

三 
工
事
が
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
資
格
を
有
す
る
者
の
設
計
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
工
事
を
含
む
場
合
は
□
当
該
工
事
の
設
計
図
書
を
作
成
し
た
者
が
政
令
第

十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
宅
地
造
成
に
関
す

る
工
事
設
計
者
の
資
格
申
告
書
□
別
記
第
四
号
様
式
□ 

四 

工
事
主
の
預
金
残
高
証
明
書
又
は
融
資
証
明
書 
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五 

工
事
主
の
所
得
税
に
関
す
る
納
税
証
明
書
□
工
事
主
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
□
前
年
度
の
財
務
諸
表
及
び
法
人
税
に
関
す
る
納
税
証
明
書
□ 

 
六 
工
事
主
の
事
業
経
歴
書 

 

七 
工
事
施
行
者
の
住
民
票
の
写
し
□
工
事
施
行
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
□

登
記
事
項
証
明
書
□ 

 

八 

工
事
が
請
負
契
約
を
締
結
す
る
建
設
工
事
□
建
設
業
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

号
□
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
設
工
事
□
同
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令

で
定
め
る
軽
微
な
建
設
工
事
を
除
く
□
□
を
い
う
□
以
下
同
じ
□
□
を
含
む
場
合
は
□

工
事
施
行
者
が
同
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

 

九 

工
事
施
行
者
の
事
業
経
歴
書 

 

十 

工
事
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
に
係
る
不
動
産
登
記
法
□
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十

三
号
□
第
十
四
条
第
一
項
の
地
図
又
は
同
条
第
四
項
の
地
図
に
準
ず
る
図
面
の
写
し
及

び
登
記
事
項
証
明
書 

 

十
一 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
□
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類 

 

２ 

省
令
第
七
条
第
二
項
第
十
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
□
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と

す
る
□ 

 

一 

土
地
の
求
積
図 

 

二 

工
事
主
の
預
金
残
高
証
明
書
又
は
融
資
証
明
書 

 

三 

工
事
主
の
所
得
税
に
関
す
る
納
税
証
明
書
□
工
事
主
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
□
法
人
税
に
関
す
る
納
税
証
明
書
□ 

 

四 

工
事
主
の
事
業
経
歴
書 

 

五 

工
事
施
行
者
の
住
民
票
の
写
し
□
工
事
施
行
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
□

登
記
事
項
証
明
書
□ 

 

六 

工
事
が
請
負
契
約
を
締
結
す
る
建
設
工
事
を
含
む
場
合
は
□
工
事
施
行
者
が
建
設
業

法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

 

七 

工
事
施
行
者
の
事
業
経
歴
書 

 

八 

工
事
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
に
係
る
不
動
産
登
記
法
第
十
四
条
第
一
項
の
地
図
又
は

同
条
第
四
項
の
地
図
に
準
ず
る
図
面
の
写
し
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

 

九 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
□
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類 

 

 
 

□
現
場
管
理
者
の
明
記
□ 

□
現
場
管
理
者
の
明
記
□ 

第
五
条 

法
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
□
省
令
第
七
条
第
一
項
の

申
請
書
中 

の
欄
□
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

に
あ
つ
て
は
□
同
条
第
二
項
の
申
請
書
中
８
の
欄
□
に
工
事
の
現
場
管
理
者
の
住
所
□
氏

第
五
条 

法
第
八
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
□
省
令
第
四
条
第
一
項

の
許
可
申
請
書
中
７
の
欄
に
工
事
の
現
場
管
理
者
の
住
所
□
氏
名
及
び
連
絡
先
を
明
記
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
た
だ
し
□
当
該
申
請
書
の
提
出
時
ま
で
に
現
場
管
理
者
が
定
ま
ら
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名
及
び
連
絡
先
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
た
だ
し
□
当
該
申
請
書
の
提
出
時
ま
で

に
現
場
管
理
者
が
定
ま
ら
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
□
当
該
工
事
に
着
手
す
る
ま
で
の
間
に

こ
れ
を
定
め
□
文
書
に
よ
り
そ
の
者
の
住
所
□
氏
名
及
び
連
絡
先
を
知
事
に
届
け
出
る
こ

と
に
よ
り
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
□
当
該
工
事
に
着
手
す
る
ま
で
の
間
に
こ
れ
を
定
め
□
文
書
に
よ

り
そ
の
者
の
住
所
□
氏
名
及
び
連
絡
先
を
知
事
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
□ 

 
 

□
協
議
の
申
出
等
□ 

□
協
議
の
申
出
等
□ 

第
六
条 

宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
□
法
第
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
知
事
に
協
議
し
よ
う
と
す
る
者
は
□
別
記
第
五
号
様
式
の
協
議
申
出
書
に
□

省
令
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
□
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
□ 

第
六
条 

法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
協
議
し
よ
う
と
す
る
者
は
□
別
記
第
五
号
様

式
の
協
議
申
出
書
の
正
本
一
部
及
び
副
本
三
部
に
□
省
令
第
四
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る

図
面
及
び
第
四
条
各
号
に
規
定
す
る
書
類
を
添
付
し
て
□
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
□ 

２ 

土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
□
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
に

協
議
し
よ
う
と
す
る
者
は
□
別
記
第
五
号
様
式
の
協
議
申
出
書
に
□
省
令
第
七
条
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
□
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

□
新
設
□ 

３ 

知
事
は
□
前
各
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
申
出
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
□
遅
滞
な
く
協

議
に
応
じ
□
こ
れ
に
対
す
る
同
意
又
は
不
同
意
の
決
定
を
し
□
相
手
方
に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
□ 

２ 

知
事
は
□
前
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
申
出
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
□
遅
滞
な
く
協
議

に
応
じ
□
こ
れ
に
対
す
る
同
意
又
は
不
同
意
の
決
定
を
し
□
相
手
方
に
通
知
す
る
も
の
と

す
る
□ 

□
削
る
□
□ 

３ 

前
項
の
協
議
に
対
す
る
同
意
の
通
知
は
□
第
一
項
の
協
議
申
出
書
の
副
本
の
同
意
通
知

欄
に
所
要
の
記
載
を
し
た
も
の
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
□ 

 
 

 

□
工
事
計
画
の
変
更
□ 

第
七
条 

削
除 

第
七
条 

法
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
□
宅
地
造
成
に
関
す
る
工

事
の
変
更
許
可
申
請
書
□
別
記
第
六
号
様
式
□
の
正
本
及
び
副
本
に
□
省
令
第
四
条
第
一

項
の
表
に
掲
げ
る
図
面
及
び
第
四
条
各
号
に
規
定
す
る
書
類
を
添
付
し
て
□
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

 

２ 

前
項
の
規
定
は
□
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
工
事
の
計
画
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
準
用
す
る
□ 

 
 

□
届
出
□ 
□
届
出
□ 

第
八
条 

法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
場
合
の
届
出
書
の
様
式

は
□
軽
微
変
更
届
出
書
□
別
記
第
七
号
様
式
□
と
す
る
□ 

第
八
条 

造
成
主
は
□
法
第
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
軽
微
な
変
更
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
又
は
工
事
の
中
止
□
中
止
し
た
工
事
の
再
開
若
し
く
は
工
事
の
廃
止
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
□
直
ち
に
□
そ
の
旨
を
別
記
第
七
号
様
式
か
ら
別
記
第
九
号
様
式
ま

で
に
掲
げ
る
届
出
書
に
よ
り
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
た
だ
し
□
同
条
第
一

号
に
規
定
す
る
造
成
主
を
変
更
す
る
場
合
に
お
い
て
は
□
造
成
主
の
地
位
を
承
継
す
る
者

が
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 
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２ 

法
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
□
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第

十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関

す
る
工
事
に
係
る
も
の
を
除
く
□
以
下
同
じ
□
□
は
□
当
該
許
可
に
係
る
工
事
に
着
手
し

た
と
き
は
□
速
や
か
に
□
工
事
着
手
届
□
別
記
第
八
号
様
式
□
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
□ 

□
新
設
□ 

３ 

法
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
□
工
事
の
中
止
□
中
止
し
た
工
事
の
再
開

又
は
工
事
の
廃
止
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
□
直
ち
に
□
工
事
中
止
等
届
□
別
記
第
九
号

様
式
□
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

□
新
設
□ 

４ 

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
工
事
主
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
届
出
を
し
た
者
は
□
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
は
□
直
ち
に
□
文
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

２ 

法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
造
成
主
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
届
出
を
し
た
者
は
□
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

は
□
直
ち
に
□
文
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

 
 

 

□
工
事
現
場
に
お
け
る
許
可
の
表
示
□ 

第
九
条 

削
除 

第
九
条 

造
成
主
は
□
別
記
第
十
号
様
式
の
標
識
に
よ
つ
て
法
第
八
条
第
一
項
本
文
の
許
可

の
あ
つ
た
旨
を
当
該
工
事
期
間
中
当
該
工
事
現
場
の
見
や
す
い
場
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
□ 

 
 

□
技
術
的
基
準
の
特
例
□ 

□
技
術
的
基
準
の
特
例
□ 

第
十
条 

政
令
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
知
事
が
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
と

認
め
る
土
地
に
お
い
て
は
□
政
令
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
擁
壁
又
は
政
令
第
十
四
条
の
規

定
に
よ
る
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
の
設
置
に
代
え
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
工
法
に
よ
り
措
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

第
十
条 

政
令
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
知
事
が
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
と

認
め
る
土
地
に
お
い
て
は
□
政
令
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
擁
壁
の
設
置
に
代
え
て
次
の
各

号
に
掲
げ
る
工
法
に
よ
り
措
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

一
□
四 

略 

一
□
四 

略 

２ 

政
令
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
技
術
的
基
準
を
付
加
す
る
□ 

２ 

政
令
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
技
術
的
基
準
を
付
加
す
る
□ 

一 

略 

一 

略 

二 

政
令
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
排
水
施
設
の
断
面
を
決
定
す
る
場

合
に
お
け
る
計
画
流
水
量
の
算
定
は
□
一
時
間
当
た
り
降
雨
量
に
つ
い
て
は
五
十
ミ
リ

メ
□
ト
ル
以
上
の
数
値
を
用
い
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

二 

政
令
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
排
水
施
設
の
断
面
を
決
定
す
る
場
合
に
お

け
る
計
画
流
水
量
の
算
定
は
□
一
時
間
当
た
り
降
雨
量
に
つ
い
て
は
五
十
ミ
リ
メ
□
ト

ル
以
上
の
数
値
を
用
い
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

 
 

□
工
事
一
部
完
了
の
検
査
□ 

□
工
事
一
部
完
了
の
検
査
□ 

第
十
一
条 

宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
の
工
事
主
は
□
法
第
十
二
条
第
一

項
本
文
の
工
事
の
一
部
が
完
了
し
た
場
合
に
お
い
て
は
□
知
事
が
当
該
工
事
に
係
る
土
地

が
分
割
で
き
る
も
の
で
あ
り
□
か
つ
□
独
立
し
て
宅
地
又
は
農
地
等
の
用
に
供
し
得
る
も

の
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
□
当
該
完
了
し
た
工
事
に
つ
い
て
法
第
十
七
条
第
一
項
の
検

第
十
一
条 
造
成
主
は
□
法
第
八
条
第
一
項
本
文
の
工
事
の
一
部
が
完
了
し
た
場
合
に
お
い

て
は
□
知
事
が
当
該
工
事
に
係
る
宅
地
が
分
割
で
き
る
も
の
で
あ
り
□
か
つ
□
独
立
し
て

宅
地
の
用
に
供
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
□
当
該
完
了
し
た
工
事
に
つ
い
て

法
第
十
三
条
第
一
項
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
□ 
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査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

 
 

 

□
定
期
の
報
告
□ 

 

第
十
一
条
の
二 

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
□
定
期
報
告
書
□
別
記
第
十

号
様
式
□
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
□ 

□
新
設
□ 

 
 

□
公
告
の
方
法
□ 

□
公
告
の
方
法
□ 

第
十
二
条 

法
第
二
十
条
第
五
項
□
法
第
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
□□

の
規
定
に
よ
る
公
告
は
□
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
千
葉
県
報
に
登
載
し
て
行
う
も

の
と
す
る
□ 

第
十
二
条 

法
第
十
四
条
第
五
項
□
法
第
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
□
□
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
□
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
千
葉
県
報
に
登
載

し
て
行
う
も
の
と
す
る
□ 

□
削
る
□
□ 

一 

措
置
を
行
う
者
の
住
所
及
び
氏
名 

一 

措
置
を
行
う
期
日
及
び
場
所 

二 

措
置
を
行
う
期
日
及
び
場
所 

二 

措
置
の
内
容 

三 

措
置
の
内
容 

三 

前
各
号
に
掲
げ
る
ほ
か
必
要
な
事
項 

四 

前
各
号
に
掲
げ
る
ほ
か
必
要
な
事
項 

 
 

□
記
録
の
整
備
□ 

□
記
録
の
整
備
□ 

第
十
三
条 

宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
の
工
事
主
又
は
工
事
施
行
者
は
□

法
第
十
二
条
第
一
項
本
文
の
工
事
□
法
第
十
六
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
変
更
に
係
る

工
事
を
含
む
□
□
を
す
る
場
合
に
お
い
て
□
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ

下
欄
に
掲
げ
る
報
告
事
項
に
つ
い
て
そ
の
施
行
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
写
真
及
び
そ
の
他

の
資
料
を
整
備
し
□
知
事
が
そ
の
提
出
を
求
め
た
と
き
は
□
直
ち
に
□
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
□ 

第
十
三
条 

造
成
主
又
は
工
事
施
行
者
は
□
法
第
八
条
第
一
項
本
文
の
工
事
□
法
第
十
二
条

第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
変
更
に
係
る
工
事
を
含
む
□
□
を
す
る
場
合
に
お
い
て
□
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
下
欄
に
掲
げ
る
報
告
事
項
に
つ
い
て
そ
の
施
行

状
況
を
明
ら
か
に
し
た
写
真
及
び
そ
の
他
の
資
料
を
整
備
し
□
知
事
が
そ
の
提
出
を
求
め

た
と
き
は
□
直
ち
に
□
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

 

工
事
の
種
類 

報
告
事
項 

 
 

工
事
の
種
類 

報
告
事
項 

 

 
 

略 
 

 
 

 

略 
 

 

 
 

 
□
書
類
の
提
出
□ 

第
十
四
条 

削
除 
第
十
四
条 

法
□
省
令
及
び
こ
の
規
則
に
基
づ
き
知
事
に
提
出
す
る
書
類
は
□
千
葉
県
知
事

の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
□
平
成
十
二
年
千
葉
県
条
例
第
一

号
□
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
□
宅
地
造
成
に
係
る
土
地
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
に
提
出

す
る
も
の
と
す
る
□ 

 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
□
宅
地
造
成
に
係
る
土
地
の
所
在
地
が
二
以
上
の
市
の
管
轄
区

域
に
わ
た
る
と
き
は
□
前
項
の
書
類
は
□
そ
の
宅
地
造
成
に
係
る
土
地
を
当
該
市
の
区
域

ご
と
に
区
分
し
た
場
合
に
そ
の
最
も
広
い
部
分
を
管
轄
す
る
市
に
提
出
す
る
も
の
と
す
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 る

□ 

 
 

□
書
類
の
提
出
部
数
□ 

□
書
類
の
提
出
部
数
□ 

第
十
五
条 
法
□
省
令
及
び
こ
の
規
則
に
基
づ
き
知
事
に
提
出
す
る
書
類
の
提
出
部
数
は
□

正
本
一
部
副
本
三
部
□
千
葉
県
事
務
委
任
規
則
□
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
規
則
第
三
十
三

号
□
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
地
域
振
興
事
務
所
の
長
に
委
任
し
た
事
務
又
は
同
規
則
第
十

二
条
の
規
定
に
よ
り
土
木
事
務
所
の
長
に
委
任
し
た
事
務
に
係
る
書
類
に
あ
つ
て
は
□
正

本
一
部
副
本
二
部
□
と
す
る
□ 

第
十
五
条 

前
条
第
一
項
の
書
類
の
提
出
部
数
は
□
正
本
一
部
副
本
三
部
□
千
葉
県
事
務
委

任
規
則
□
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
規
則
第
三
十
三
号
□
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
土
木
事

務
所
の
長
に
委
任
し
た
事
務
に
係
る
書
類
に
あ
つ
て
は
□
正
本
一
部
副
本
二
部
□
と
す
る
□

２ 

宅
地
造
成
等
に
係
る
土
地
の
所
在
地
が
二
以
上
の
市
町
村
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
場
合

に
お
い
て
は
□
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□
法
□
省
令
及
び
こ
の
規
則
に
基
づ
き
知
事

に
提
出
す
る
書
類
の
正
本
の
提
出
部
数
は
一
部
□
副
本
の
提
出
部
数
は
宅
地
造
成
等
に
係

る
土
地
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
及
び
地
域
振
興
事
務
所
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四

十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
□
同
法
第
三
十
四
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
が
あ
つ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
□
□
を
受
け
た
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工

事
及
び
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
□
昭
和
四
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
五
十
号
□

第
七
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
に
係
る
書

類
の
副
本
に
あ
つ
て
は
□
土
木
事
務
所
□
の
数
に
一
を
加
え
て
得
た
数
□
千
葉
県
事
務
委

任
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
地
域
振
興
事
務
所
の
長
に
委
任
し
た
事
務
又
は
同
規
則
第

十
二
条
の
規
定
に
よ
り
土
木
事
務
所
の
長
に
委
任
し
た
事
務
に
係
る
書
類
の
副
本
に
あ
つ

て
は
□
当
該
市
町
村
の
数
に
一
を
加
え
て
得
た
数
□
と
す
る
□ 

２ 

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
の
正
本
の
提
出
部
数
は
一
部
□
副
本
の
提

出
部
数
は
宅
地
造
成
に
係
る
土
地
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
及
び
土
木
事
務
所
の
数
に
一

を
加
え
て
得
た
数
□
千
葉
県
事
務
委
任
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
土
木
事
務
所
の
長

に
委
任
し
た
事
務
に
係
る
書
類
の
副
本
に
あ
つ
て
は
□
当
該
市
の
数
に
一
を
加
え
て
得
た

数
□
と
す
る
□ 

 
 

 


